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経済学基礎演習 (1年生)を担当し, 2年目には上記に加えて演習 (3年生)
と2つのリレー講義 (「現代の経済」,「地場産業論」)を受け持ち, また他大







































































容も硬 くなくて, くだけた感 じなので頭に残るものが多い。ただ黒板に書 く
量が割 りと多いため, ノー トを取っている間に聞きそこねてしまったところ



















































































































































































破ると,受講生が何を要求 し, どう感 じているか, どれぐらい理解 している
かが,意外に掴みやすいことがわかり,講義では難 しいと思われた対話の一
つのや り方であることに気付いたのである。
「黒板に書 く量が多すぎる」,「書 くのと話すのが同時だと, どちらかに神
経がいってしまい聞きづ らい」,「黒板の字をもう少 し大きくしてほしい」,「授






























































ポー トを課 し,夏休みあけに提出させた。9～11月の間に全員が順次発表 し,
方向付けのコメントをしていく。最終回のゼミには,それの見直し版を提出






















































































































































































































































5)桜期 朋『大学教授一 そのあまりに日本的な一 』地人書館 1991年,59,
102～103ページ。
